
２０２４年９月１週号 （第3種郵便物認可）３ ２０２４年（令和６年）９月４日収入保険

は
、
同
省
が
算
定
し
た
保
険
料

標
準
率
を
基
に
、
個
々
の
加
入

者
に
適
用
す
る
危
険
段
階
別
保

険
料
率
を
新
た
に
設
定
し
て
お

り
、
そ
れ
を
通
知
し
て
い
ま

す
。稲

穂
　
私
は
制
度
開
始
の

19
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入

し
、
こ
れ
ま
で
保
険
金
の
受
け

出
題
：
今
井
洋
輔

　私の勤務するＮＯＳＡＩぐんま
（群馬県農業共済組合）西支所で
は、農家訪問をする際にパンフレッ
トを使用し、制度説明などを行って
います。
　推進活動に取り組む中で「前に同
じパンフレットをもらったから、い
らない」と断られてしまい、制度説
明までつなぐきっかけがなくなって
しまうことも少なくありませんでし
た。パンフレットの内容を細かく見
ると毎年内容が変更されています
が、一目見ただけでは同じように見
えてしまうことや、会議資料として
配付したものと同じものを渡してし
まうことが原因なのではないかと考
えました。
　日々、改善できる点はないか模索

松谷 留梨華
職員日誌から

作成しようと心がけました。目を引
くデザインにするために忍者をモチ
ーフにし、伝えたい内容を手裏剣に
模した項目で作成しました。作成当
初は「本当にこんなチラシで大丈夫
かな」という不安もありましたが、
実際にチラシを持って「加入した
い」と来所してくれる方もいてくだ
さり、作って良かったと感じまし
た。
　現在も新しいチラシを作成してい
ます。ひとりでも多くの農家の方に
興味を持ってもらえるようにし、ま
たチラシを通じ、新しい意見を取り
入れ、今後も収入保険の魅力を伝え
ていきます。
　（ＮＯＳＡＩぐんま　西支所）

していく中で、新
しいチラシを作成
することを思いつ
き、見やすく、内
容もシンプルでわ
かりやすいものをチ

ラ
シ
で
伝
え
る
収
入
保
険
の
魅
力

　
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
保
険
期
間
が
始
ま
る
収
入
保
険
の
加
入
者
で
、
自
動

継
続
特
約
を
付
け
て
い
る
場
合
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
（
全
国
農
業
共
済
組
合

連
合
会
）
か
ら
順
次
、
25
年
１
月
以
降
の
契
約
更
新
に
つ
い
て
の
書
類
が
届

く
。
11
月
末
ま
で
に
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
ほ
し
い
。
自
動
継
続
特
約
を
付

け
る
と
、
翌
年
以
降
は
加
入
申
請
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
、
付
加
保
険
料

（
事
務
費
）
が
千
円
割
引
さ
れ
る
。
契
約
更
新
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
稲

穂
ち
ゃ
ん
が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
み
の
る
さ
ん
に
聞
い
た
。

★応募方法★　はがきに答えを書
いて応募してください。郵便番号、
住所、氏名、年齢、職業（水稲、酪
農など。または学年）をかい書で書
いてください。紙面へのご意見もお
願いします。ご意見・ご感想は個人
情報を除き、全国農業共済協会ホー
ムページや刊行物に転載させていた
だく場合があります。
〈しめきり・発表〉９月19日㈭必
着。正解者の中から抽選で20人に記
念品を差し上げます。当選者は10月
１週号で発表します。
〈あて先〉〒102―8411　東京都
千代田区一番町19番地　農業共済新
聞９月１週号クイズ係

稲
穂
25
年
１
月
か
ら
保

険
期
間
が
始
ま
る
収
入
保
険
に

つ
い
て
、
自
動
継
続
の
案
内
が

届
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
契
約

を
更
新
し
ま
す
が
、
自
動
継
続

特
約
を
付
け
て
い
て
も
手
続
き

は
必
要
な
の
で
す
ね
。

み
の
る
　
自
動
継
続
特
約

を
付
け
て
い
る
加
入
者
に
は
、

契
約
更
新
の
お
お
む
ね
３
カ
月

前
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
か
ら

書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
個
人

経
営
体
と
事
業
年
度
が
１
月
開

始
の
法
人
経
営
体
に
は
順
次
、

衛
生
検
査
で
は
ダ
ニ
駆
除
剤
の

塗
布
や
妊
娠
鑑
定
も
行
わ
れ
る

★問題★　文字の無いマスにかな１字を入
れて、八つの言葉を作ってください。同じ数
字のマスには同じ文字が入ります。グレーの
マスに入った７文字の言葉は何でしょう？
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三
方
原
台
地
の
南
端
に
位
置
す

る
神
久
呂
地
区
で
１
３
０
年
ほ
ど

続
く
茶
農
家
の
５
代
目
と
し
て
、

妻
と
パ
ー
ト
２
人
で
茶
「
や
ぶ
き

た
」
「
さ
え
み
ど
り
」
「
あ
さ
つ

ゆ
」
を
計
７
５
０
㌃
、
裏
作
に
芽

キ
ャ
ベ
ツ
を
20
㌃
栽
培
し
て
い
ま

す
。
茶
は
荒
茶
に
し
て
収
穫
量
の

約
７
割
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
。
残
り
は

自
社
工
場
で
茶
葉
を
製
造
・
販
売

し
、
芽
キ
ャ
ベ
ツ
も
Ｊ
Ａ
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
に
浜
松
で
育
っ
た
お

い
し
い
お
茶
を
飲
ん
で
も
ら
い
た

い
と
、
工
場
の
敷
地
内
に
「
神
ヶ

谷
茶
家
か
ね
ご
ん
」
を
６
年
前
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
で
は
周

辺
の
茶
農
家
も
カ
フ
ェ
を
開
店
し

て
い
て
、
地
域
全
体
で
浜
松
茶
を

盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
茶
業
界
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
考
え
て
い
ま
す
。
価
格
変
動
な

ど
で
茶
の
経
営
が
難
し
く
な
っ
た

時
で
も
、
保
険
金
等
の
活
用
で
自

己
資
金
を
使
わ
ず
に
、
芽
キ
ャ
ベ

ツ
栽
培
へ
と
転
換
し
て
経
営
を
立

て
直
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
あ
た
り
は
平
た
ん
で
大
き

な
山
も
な
い
の
で
土
砂
崩
れ
の
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
約
４
㌔
先

に
太
平
洋
が
面
し
て
い
て
、
台
風

が
来
る
と
塩
害
が
頻
発
し
ま
す
。

芽
キ
ャ
ベ
ツ
や
秋
冬
番
茶
で
の
被

害
も
想
定
さ
れ
る
の
で
収
入
保
険

は
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
経
営
の
目
標
は
正
社
員
の
雇
用

と
自
販
率
の
向
上
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
既
存
の
茶
の
ほ
か
ハ
ー
ブ

茶
や
有
機
栽
培
茶
な
ど
に
挑
戦
し

ま
す
。
移
り
変
わ
る
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
商
品

と
し
て
お
客
さ
ま
に
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
（
浜
松
市
西
区
神
ヶ
谷
町
、
47

歳
）

病
気
や
け
が
の
備
え
に
も

家
族
や
従
業
員
を
守
る
安
心
材
料

茶
の
普
及
で
、
リ
ー
フ
茶
を
飲
む

人
が
減
少
し
価
格
低
下
が
起
き
て

い
ま
す
。
加
え
て
肥
料
代
や
燃
料

費
が
高
騰
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴

い
、
家
族
葬
が
増

え
、
香
典
返
し
と
し

て
の
茶
葉
の
需
要
減

で
収
入
が
大
き
く
減

少
、
保
険
金
等
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
収

入
保
険
に
加
入
し
て

い
た
か
ら
今
で
も
茶

農
家
と
し
て
経
営
で

き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
収
入
減
少
を
補ほ

填て
ん

す
る
ほ
か
、
病
気
や
け
が
な
ど
の

備
え
に
も
な
り
、
家
族
や
従
業
員

を
守
る
こ
と
の
で
き
る
安
心
材
料

茶
「
や
ぶ
き
た
」
の
生
育
を

確
認
す
る
須
山
さ
ん

須山 純治さん 静岡県茶、芽キャベツ
株式会社須山製茶代表取締役

８月１週号の答えと
当選者は５面に掲載

う 1 ほ 2 る 2 2 1 い わ 4

の 3 4 7 と き 6 4 2 ま 7

1 5 4 な 1 さ 6 5 6 ば 3

ふ 3 1 6 7 1 2 3 4 5 6 7

発
送
し
て
い
ま
す
。
更
新
後
の

契
約
内
容
を
確
認
し
、
書
類
に

印
刷
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ウ
ェ
ブ
上
の
回
答
フ
ォ
ー
ム
を

開
く
な
ど
し
て
、
11
月
末
ま
で

に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。稲

穂
　
自
動
継
続
特
約
を

付
け
て
い
る
と
、
加
入
申
請
書

の
提
出
が
不
要
で
、
保
険
期
間

の
営
農
計
画
書
や
前
年
の
青
色

申
告
決
算
書
な
ど
の
必
要
書
類

を
確
定
申
告
後
に
ま

と
め
て
提
出
で
き
る

の
で
、
手
間
が
か
か

ら
ず
便
利
で
す
ね
。

み
の
る
　
更
新

時
の
事
務
費
も
千
円

割
引
さ
れ
る
の
で
、

多
く
の
加
入
者
が
特
約
を
付
け

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
農
林
水
産

省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
ｅ
Ｍ

Ａ
Ｆ
Ｆ
）
を
利
用
す
る
と
、
事

務
費
が
追
加
で
２
２
０
０
円
割

引
さ
れ
ま
す
。
専
用
の
Ｉ
Ｄ
が

必
要
で
す
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で

利
用
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

稲
穂
　
生
産
コ
ス
ト
が
高

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
経
費
削

減
に
つ
な
が
り
助
か
り
ま
す
。

届
い
た
書
類
に
は
、
25
年
１
月

以
降
の
契
約
か
ら
保
険
料
率
が

改
定
さ
れ
る
と
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

み
の
る
　
農
林
水
産
省
で

は
、
保
険
料
標
準
率
を
３
年
ご

と
に
改
定
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
13
〜
22
年
の
直
近
10
年
間
の

被
害
実
態
を
基
に
新
し
い
保
険

料
標
準
率
が
算
定
さ
れ
ま
し

た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
で

　
【
青
森
支
局
】
五
所
川
原
市

市
浦
地
区
で
こ
の
ほ
ど
、
牛
の

健
康
状
態
の
確
認
の
た
め
、
放

牧
牛
の
衛
生
検
査
が
行
わ
れ

た
。
同
検
査
は
、
つ
が
る
広
域

家
畜
保
健
衛
生
所
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
獣
医
師
、
同
市
の
担
当
者
な

ど
関
係
機
関
立
ち
合
い
の
も

と
、
３
週
間
に
１
度
の
ペ
ー
ス

で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
日
は
、
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ

病
の
検
査
を
す
る
た
め
に
血
液

採
取
を
実
施
。
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ

取
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
24
年
も

受
け
取
り
が
な
い
場
合
、
25
年

の
保
険
料
率
は
ど
の
く
ら
い
に

な
り
ま
す
か
。

み
の
る
　
そ
の
ケ
ー
ス
で

は
、
25
年
の
保
険
料
率
は
０
・

６
３
８
％
（
農
業
者
負
担
分
、

補
償
限
度
額
８
割
、
支
払
率
９

割
、
下
限
設
定
な
し
）
と
な

り
、
24
年
比
で
17
・
６
％
低
下

し
ま
す
＝
図
参
照
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
需
要
減
少
や
米
価
下
落

な
ど
で
基
本
と
な
る
保
険
料
標

準
率
は
上
が
る
も
の
の
、
長
期

間
保
険
金
の
受
け
取
り
が
な
い

加
入
者
に
は
、
保
険
料
率
が
下

が
る
よ
う
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
金
を
受
け
取
っ
た
加
入
者

は
保
険
料
等
が
引
き
上
げ
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

稲
穂
　
台
風
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
万
が
一
被
災
し
た
場
合
に

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

み
の
る
　
農
産
物
ご
と
に

１
割
以
上
の
収
入
減
少
が
見
込

ま
れ
る
時
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
速
や
か
に
事
故
発
生

を
通
知
し
て
く
だ
さ

い
。
ｅ
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
を

利
用
す
る
加
入
者
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
連

絡
で
き
ま
す
。
今
年

か
ら
、
気
象
災
害
で

下
が
っ
た
農
業
収
入

を
基
準
収
入
の
８
割
ま
で
上
方

修
正
し
、
翌
年
以
降
の
補
償
金

額
の
低
下
を
緩
和
す
る
気
象
災

害
特
例
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

適
用
に
は
、
農
産
物
の
被
災
状

況
が
分
か
る
画
像
の
提
出
が
必

要
で
す
。
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

図　 2019年から収入保険に加入し、24年まで保険金の受け取りがない
　　加入者のケース
・2025年1月以降に保険期間が開始する契約
・保険方式の補償限度額8割、支払率9割、下限設定なし

2024年 2025年
危険段階別保険料率
（農業者負担分） 0.774％ 0.638％

（対前年比82.4%）
基準収入1000万円当たりの
保険料（農業者負担分） 5万5728円 4万5900円

（対前年比9828円減）

加
入
申
請
書
は
提
出
不
要

事
務
費
が
千
円
割
引

更
新
手
続
き
が
簡
単
に

牛
の
健
康
に
害
を
も
た
ら
す
。

し
う
ら
和
牛
改
良
組
合
の
秋
田

谷
兼
仁
さ
ん
は
「
定
期
的
な
衛

生
検
査
で
牛
の
健
康
が
保
た
れ

て
い
る
。
今
後
も
管
理
を
徹
底

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
同
地
区
に
は
４
カ
所
で
約
３

０
０
㌶
の
放
牧
場
が
あ
り
、
現

在
は
50
頭
ほ
ど
が
放
牧
さ
れ
て

い
る
。

自動継続特約
稲
穂
ち
ゃ
ん

み
の
る
さ
ん

健
康
状
態
を
確
認

放
牧
牛
の
衛
生
検
査

五
所
川
原
市

病
は
牛
の
血
液
（
赤
血
球
）
に

原
虫
が
寄
生
し
て
起
き
る
病
気

で
、
重
度
の
貧
血
や
黄お

う

疸だ
ん

な
ど

２０２４年９月１週号 （第3種郵便物認可）３ ２０２４年（令和６年）９月４日収入保険

は
、
同
省
が
算
定
し
た
保
険
料

標
準
率
を
基
に
、
個
々
の
加
入

者
に
適
用
す
る
危
険
段
階
別
保

険
料
率
を
新
た
に
設
定
し
て
お

り
、
そ
れ
を
通
知
し
て
い
ま

す
。稲

穂
　
私
は
制
度
開
始
の

19
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入

し
、
こ
れ
ま
で
保
険
金
の
受
け

出
題
：
今
井
洋
輔

　私の勤務するＮＯＳＡＩぐんま
（群馬県農業共済組合）西支所で
は、農家訪問をする際にパンフレッ
トを使用し、制度説明などを行って
います。
　推進活動に取り組む中で「前に同
じパンフレットをもらったから、い
らない」と断られてしまい、制度説
明までつなぐきっかけがなくなって
しまうことも少なくありませんでし
た。パンフレットの内容を細かく見
ると毎年内容が変更されています
が、一目見ただけでは同じように見
えてしまうことや、会議資料として
配付したものと同じものを渡してし
まうことが原因なのではないかと考
えました。
　日々、改善できる点はないか模索

松谷 留梨華
職員日誌から

作成しようと心がけました。目を引
くデザインにするために忍者をモチ
ーフにし、伝えたい内容を手裏剣に
模した項目で作成しました。作成当
初は「本当にこんなチラシで大丈夫
かな」という不安もありましたが、
実際にチラシを持って「加入した
い」と来所してくれる方もいてくだ
さり、作って良かったと感じまし
た。
　現在も新しいチラシを作成してい
ます。ひとりでも多くの農家の方に
興味を持ってもらえるようにし、ま
たチラシを通じ、新しい意見を取り
入れ、今後も収入保険の魅力を伝え
ていきます。
　（ＮＯＳＡＩぐんま　西支所）

していく中で、新
しいチラシを作成
することを思いつ
き、見やすく、内
容もシンプルでわ
かりやすいものをチ

ラ
シ
で
伝
え
る
収
入
保
険
の
魅
力

　
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
保
険
期
間
が
始
ま
る
収
入
保
険
の
加
入
者
で
、
自
動

継
続
特
約
を
付
け
て
い
る
場
合
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
（
全
国
農
業
共
済
組
合

連
合
会
）
か
ら
順
次
、
25
年
１
月
以
降
の
契
約
更
新
に
つ
い
て
の
書
類
が
届

く
。
11
月
末
ま
で
に
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
ほ
し
い
。
自
動
継
続
特
約
を
付

け
る
と
、
翌
年
以
降
は
加
入
申
請
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
、
付
加
保
険
料

（
事
務
費
）
が
千
円
割
引
さ
れ
る
。
契
約
更
新
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
稲

穂
ち
ゃ
ん
が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
み
の
る
さ
ん
に
聞
い
た
。

★応募方法★　はがきに答えを書
いて応募してください。郵便番号、
住所、氏名、年齢、職業（水稲、酪
農など。または学年）をかい書で書
いてください。紙面へのご意見もお
願いします。ご意見・ご感想は個人
情報を除き、全国農業共済協会ホー
ムページや刊行物に転載させていた
だく場合があります。
〈しめきり・発表〉９月19日㈭必
着。正解者の中から抽選で20人に記
念品を差し上げます。当選者は10月
１週号で発表します。
〈あて先〉〒102―8411　東京都
千代田区一番町19番地　農業共済新
聞９月１週号クイズ係

稲
穂
25
年
１
月
か
ら
保

険
期
間
が
始
ま
る
収
入
保
険
に

つ
い
て
、
自
動
継
続
の
案
内
が

届
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
契
約

を
更
新
し
ま
す
が
、
自
動
継
続

特
約
を
付
け
て
い
て
も
手
続
き

は
必
要
な
の
で
す
ね
。

み
の
る
　
自
動
継
続
特
約

を
付
け
て
い
る
加
入
者
に
は
、

契
約
更
新
の
お
お
む
ね
３
カ
月

前
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
か
ら

書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
個
人

経
営
体
と
事
業
年
度
が
１
月
開

始
の
法
人
経
営
体
に
は
順
次
、

衛
生
検
査
で
は
ダ
ニ
駆
除
剤
の

塗
布
や
妊
娠
鑑
定
も
行
わ
れ
る

★問題★　文字の無いマスにかな１字を入
れて、八つの言葉を作ってください。同じ数
字のマスには同じ文字が入ります。グレーの
マスに入った７文字の言葉は何でしょう？
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三
方
原
台
地
の
南
端
に
位
置
す

る
神
久
呂
地
区
で
１
３
０
年
ほ
ど

続
く
茶
農
家
の
５
代
目
と
し
て
、

妻
と
パ
ー
ト
２
人
で
茶
「
や
ぶ
き

た
」
「
さ
え
み
ど
り
」
「
あ
さ
つ

ゆ
」
を
計
７
５
０
㌃
、
裏
作
に
芽

キ
ャ
ベ
ツ
を
20
㌃
栽
培
し
て
い
ま

す
。
茶
は
荒
茶
に
し
て
収
穫
量
の

約
７
割
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
。
残
り
は

自
社
工
場
で
茶
葉
を
製
造
・
販
売

し
、
芽
キ
ャ
ベ
ツ
も
Ｊ
Ａ
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
に
浜
松
で
育
っ
た
お

い
し
い
お
茶
を
飲
ん
で
も
ら
い
た

い
と
、
工
場
の
敷
地
内
に
「
神
ヶ

谷
茶
家
か
ね
ご
ん
」
を
６
年
前
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
で
は
周

辺
の
茶
農
家
も
カ
フ
ェ
を
開
店
し

て
い
て
、
地
域
全
体
で
浜
松
茶
を

盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
茶
業
界
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
考
え
て
い
ま
す
。
価
格
変
動
な

ど
で
茶
の
経
営
が
難
し
く
な
っ
た

時
で
も
、
保
険
金
等
の
活
用
で
自

己
資
金
を
使
わ
ず
に
、
芽
キ
ャ
ベ

ツ
栽
培
へ
と
転
換
し
て
経
営
を
立

て
直
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
あ
た
り
は
平
た
ん
で
大
き

な
山
も
な
い
の
で
土
砂
崩
れ
の
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
約
４
㌔
先

に
太
平
洋
が
面
し
て
い
て
、
台
風

が
来
る
と
塩
害
が
頻
発
し
ま
す
。

芽
キ
ャ
ベ
ツ
や
秋
冬
番
茶
で
の
被

害
も
想
定
さ
れ
る
の
で
収
入
保
険

は
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
経
営
の
目
標
は
正
社
員
の
雇
用

と
自
販
率
の
向
上
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
既
存
の
茶
の
ほ
か
ハ
ー
ブ

茶
や
有
機
栽
培
茶
な
ど
に
挑
戦
し

ま
す
。
移
り
変
わ
る
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
商
品

と
し
て
お
客
さ
ま
に
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
（
浜
松
市
西
区
神
ヶ
谷
町
、
47

歳
）

病
気
や
け
が
の
備
え
に
も

家
族
や
従
業
員
を
守
る
安
心
材
料

茶
の
普
及
で
、
リ
ー
フ
茶
を
飲
む

人
が
減
少
し
価
格
低
下
が
起
き
て

い
ま
す
。
加
え
て
肥
料
代
や
燃
料

費
が
高
騰
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴

い
、
家
族
葬
が
増

え
、
香
典
返
し
と
し

て
の
茶
葉
の
需
要
減

で
収
入
が
大
き
く
減

少
、
保
険
金
等
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
収

入
保
険
に
加
入
し
て

い
た
か
ら
今
で
も
茶

農
家
と
し
て
経
営
で

き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
収
入
減
少
を
補ほ

填て
ん

す
る
ほ
か
、
病
気
や
け
が
な
ど
の

備
え
に
も
な
り
、
家
族
や
従
業
員

を
守
る
こ
と
の
で
き
る
安
心
材
料

茶
「
や
ぶ
き
た
」
の
生
育
を

確
認
す
る
須
山
さ
ん

須山 純治さん 静岡県茶、芽キャベツ
株式会社須山製茶代表取締役

８月１週号の答えと
当選者は５面に掲載

う 1 ほ 2 る 2 2 1 い わ 4

の 3 4 7 と き 6 4 2 ま 7

1 5 4 な 1 さ 6 5 6 ば 3

ふ 3 1 6 7 1 2 3 4 5 6 7

発
送
し
て
い
ま
す
。
更
新
後
の

契
約
内
容
を
確
認
し
、
書
類
に

印
刷
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ウ
ェ
ブ
上
の
回
答
フ
ォ
ー
ム
を

開
く
な
ど
し
て
、
11
月
末
ま
で

に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。稲

穂
　
自
動
継
続
特
約
を

付
け
て
い
る
と
、
加
入
申
請
書

の
提
出
が
不
要
で
、
保
険
期
間

の
営
農
計
画
書
や
前
年
の
青
色

申
告
決
算
書
な
ど
の
必
要
書
類

を
確
定
申
告
後
に
ま

と
め
て
提
出
で
き
る

の
で
、
手
間
が
か
か

ら
ず
便
利
で
す
ね
。

み
の
る
　
更
新

時
の
事
務
費
も
千
円

割
引
さ
れ
る
の
で
、

多
く
の
加
入
者
が
特
約
を
付
け

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
農
林
水
産

省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
ｅ
Ｍ

Ａ
Ｆ
Ｆ
）
を
利
用
す
る
と
、
事

務
費
が
追
加
で
２
２
０
０
円
割

引
さ
れ
ま
す
。
専
用
の
Ｉ
Ｄ
が

必
要
で
す
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で

利
用
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

稲
穂
　
生
産
コ
ス
ト
が
高

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
経
費
削

減
に
つ
な
が
り
助
か
り
ま
す
。

届
い
た
書
類
に
は
、
25
年
１
月

以
降
の
契
約
か
ら
保
険
料
率
が

改
定
さ
れ
る
と
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

み
の
る
　
農
林
水
産
省
で

は
、
保
険
料
標
準
率
を
３
年
ご

と
に
改
定
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
13
〜
22
年
の
直
近
10
年
間
の

被
害
実
態
を
基
に
新
し
い
保
険

料
標
準
率
が
算
定
さ
れ
ま
し

た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
で

　
【
青
森
支
局
】
五
所
川
原
市

市
浦
地
区
で
こ
の
ほ
ど
、
牛
の

健
康
状
態
の
確
認
の
た
め
、
放

牧
牛
の
衛
生
検
査
が
行
わ
れ

た
。
同
検
査
は
、
つ
が
る
広
域

家
畜
保
健
衛
生
所
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
獣
医
師
、
同
市
の
担
当
者
な

ど
関
係
機
関
立
ち
合
い
の
も

と
、
３
週
間
に
１
度
の
ペ
ー
ス

で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
日
は
、
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ

病
の
検
査
を
す
る
た
め
に
血
液

採
取
を
実
施
。
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ

取
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
24
年
も

受
け
取
り
が
な
い
場
合
、
25
年

の
保
険
料
率
は
ど
の
く
ら
い
に

な
り
ま
す
か
。

み
の
る
　
そ
の
ケ
ー
ス
で

は
、
25
年
の
保
険
料
率
は
０
・

６
３
８
％
（
農
業
者
負
担
分
、

補
償
限
度
額
８
割
、
支
払
率
９

割
、
下
限
設
定
な
し
）
と
な

り
、
24
年
比
で
17
・
６
％
低
下

し
ま
す
＝
図
参
照
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
需
要
減
少
や
米
価
下
落

な
ど
で
基
本
と
な
る
保
険
料
標

準
率
は
上
が
る
も
の
の
、
長
期

間
保
険
金
の
受
け
取
り
が
な
い

加
入
者
に
は
、
保
険
料
率
が
下

が
る
よ
う
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
金
を
受
け
取
っ
た
加
入
者

は
保
険
料
等
が
引
き
上
げ
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

稲
穂
　
台
風
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
万
が
一
被
災
し
た
場
合
に

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

み
の
る
　
農
産
物
ご
と
に

１
割
以
上
の
収
入
減
少
が
見
込

ま
れ
る
時
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
速
や
か
に
事
故
発
生

を
通
知
し
て
く
だ
さ

い
。
ｅ
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ
を

利
用
す
る
加
入
者
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
連

絡
で
き
ま
す
。
今
年

か
ら
、
気
象
災
害
で

下
が
っ
た
農
業
収
入

を
基
準
収
入
の
８
割
ま
で
上
方

修
正
し
、
翌
年
以
降
の
補
償
金

額
の
低
下
を
緩
和
す
る
気
象
災

害
特
例
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

適
用
に
は
、
農
産
物
の
被
災
状

況
が
分
か
る
画
像
の
提
出
が
必

要
で
す
。
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

図　 2019年から収入保険に加入し、24年まで保険金の受け取りがない
　　加入者のケース
・2025年1月以降に保険期間が開始する契約
・保険方式の補償限度額8割、支払率9割、下限設定なし

2024年 2025年
危険段階別保険料率
（農業者負担分） 0.774％ 0.638％

（対前年比82.4%）
基準収入1000万円当たりの
保険料（農業者負担分） 5万5728円 4万5900円

（対前年比9828円減）

加
入
申
請
書
は
提
出
不
要

事
務
費
が
千
円
割
引

更
新
手
続
き
が
簡
単
に

牛
の
健
康
に
害
を
も
た
ら
す
。

し
う
ら
和
牛
改
良
組
合
の
秋
田

谷
兼
仁
さ
ん
は
「
定
期
的
な
衛

生
検
査
で
牛
の
健
康
が
保
た
れ

て
い
る
。
今
後
も
管
理
を
徹
底

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
同
地
区
に
は
４
カ
所
で
約
３

０
０
㌶
の
放
牧
場
が
あ
り
、
現

在
は
50
頭
ほ
ど
が
放
牧
さ
れ
て

い
る
。

自動継続特約
稲
穂
ち
ゃ
ん

み
の
る
さ
ん

健
康
状
態
を
確
認

放
牧
牛
の
衛
生
検
査

五
所
川
原
市

病
は
牛
の
血
液
（
赤
血
球
）
に

原
虫
が
寄
生
し
て
起
き
る
病
気

で
、
重
度
の
貧
血
や
黄お

う

疸だ
ん

な
ど


